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研究題目：発光性希土類錯体を円偏光発光プローブ分子として用いるキラルイメ

ージ ング分光システムの開発 

 

【研究概要】 

本研究では、分子の左右非対称性（キラリティ）を検知する「キラルセンシングシステム」

として、円偏光発光(Circularly Polarized Luminescence, CPL)分光と共焦点レーザー顕微鏡を使用

した空間分解能を有するキラルセンサーを提案した。これは、生体を観測する手段として有力な

発光プローブを用いた顕微発光分光法に円偏光発光分光（CPL）を組み合わせ、対象であるキラ

ル要素周辺にいるプローブ分子から発する円偏光発光を検出することで、キラル分子の存在のみ

ならず、そのキラリティを検知する新しいシステムである。プローブ分子がキラリティをセンシ

ングするメカニズムを明らかにすること、より高性能な発光プローブ分子を開発することを当面

の目的とした。 

【成果要約】 

発光性 Eu錯体のアミノ酸による誘起 CPLについて、配位子依存性を、12種のアミノ酸を用

いて検討したところ、フェナンソロリン系の配位子である pdaを用いた時に、とくにアルギ

ニン、ヒスチジンが共存する水溶液で強い CPLを示した。この系について、濃度依存性、pH

依存性、スペクトルの微細構造を詳細に検討した結果、[Eu(pda)2]
-一分子に対してアミノ

酸 2分子が対照的に会合して CPL を発していることが明らかとなった。これは、生体中にお

けるヘムの酸素分子との反応におけるアロステリック効果に類する興味深いメカニズムで

ある。このことにより、アミノ酸の濃度が 10-2 mol/dm3付近で極めて高いコントラストで円

偏光を示す。さらに、顕微分光系を用いてポリビニルアルコール中に分散させたアルギニン

のキラル分布について、CPL イメージング計測を行うことに成功した。 

 続いて、強いセンシング能を示した pdaのいくつかの部位を化学修飾し、センシング対象

が変化するか検討してみた。フェナンソロリンの 4、7位にフェニル基を付加させたバソフ

ェナントロリン配位子を用いた場合、アルギニン、ヒスチジンでは誘起 CPLが小さくなり、

逆にpdaではセンシングしなかったオルニチンで強い誘起CPLを示すことが明らかとなった。 
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